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１．はじめに
　本研究は、青森県下北郡東通村という本州の東北端
に位置する地域を対象にして、そこにある自然、生活、
文化、歴史性などを踏まえ、新しくブランド開発をす
るべく調査を行い、それを元にした様々なデザイン提
案をするものである。
　まず、調査においては、あまり先入観を持たず、新
鮮な気持ちでその地域を評価した。特に、そこに住ん
でいる人にとってみては当たり前のことや、特に魅力
としては感じられていないファクターをもすべて収集
し、それを整理しながら新たな地域ブランドとして創
出する素材として活用したい。
　特に、視覚的な要素としての色であったり、質感的
なものは、従来それを扱って再構築しようとする試み
はなかったのではなかろうか。微妙に違うその土地な
らではの視覚的要素の特性を引き出しながら、新たな
シンボル性やより分かりやすいグラフィック表現とし
て提案することにより今後の地方におけるブランディ
ングの参考になれば良い。
２．現地調査
⑴　ふれあいグランドファーム
　調査は、　2010年５月22日から23日にかけて行い。
22日には、まず、石持地区にある「ふれあいグランド
ファーム」という施設に伺った。ここでは、宿泊施設
のある農業、畜産体験学習ができ、オリジナルの製品
も開発している。その中でも特徴的なのが、微生物を
利用して醗酵させた有機肥料の「ボカシ」を使用した
糖度の高いトマトと、一株一果で旨味が凝縮し、糖度
が高い「一球入魂カボチャ」である。このカボチャを
原料にした焼酎「北瓜（きたふり）」は、すっきりと
した旨味のある飲みやすいお酒で、ボトルやパッケー
ジも高級感があり、女性にも受け入れられそうな商品
になっている。その他、乳製品の飲むヨーグルトも美
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味であった。総合的にこの施設の有効利用に関して
は、まだまだ開発すべき要素が多い。広大な土地を利
用したサッカー場やゴルフ場も魅力的な雰囲気には
なっていないし、観光客が来て楽しめるレベルまで整
理して、イメージアップを図る必要があると思った。
⑵　大利地区杉本さん
　次に、大利地区の杉本さんを訪ねた。米、そば、ブ
ルーベリー、各種野菜、畜産等の多角的な農畜産業を
展開している。利益を出す考え方ではなく、厳しい気
象条件ながら、肥えた土地とおいしい水があることで、
味のある野菜、乳製品、肉類を生産すれば良いという
考えになっている。需要が多くてもそれに答える供給
を無理して行わない姿勢が産業としての発展を抑制し
ているのではないだろうか。例えば、ブルーベリーも
摘み取りイベントを中心に考えていて決して増産体制
をとって、ジャムなどの生産量を上げる考えはない。
実際、生産体制と販売体制の需給のバランスが取れて
いないので、生産しても余ってしまうのが現状のようだ。
　この大利地区には、「ふるさと伝承館」というりっ
ぱな施設があり、新そば祭りや野菜の販売、料理教室
などが行われている。大利地区の活動拠点となってお
り、人と人との繋がりや伝統的な行事を子どもたちに
伝え経験させることで、この地で生まれ、愛する確固
たる帰属精神を高めて行くのである。
⑶　尻屋崎の寒立馬
　大利から沿岸部の道路を東に向かって先端である尻
屋崎についた。観光の名所としても知名度の高い岬で
寒立馬が放牧されている。この寒立馬は南部馬の血を
受け継ぎ、強い海風に耐えて生きている、ずっしりと
した体格の海を背にして絵になる情景を生み出してい
る。この馬は、青森県天然記念物にも指定されていて、
古来より自然放牧に順応し、厳冬期の厳しい環境に適
応した形質を獲得し、独自の野性的風貌と生活能力を
身につけてきた。人なつこい性格とロケーションの良
さは、観光客を楽しませる要素としては高い。より観
光客を誘導し、思い出の品となるようなグッズ開発も
合わせて考えなければならない。
⑷　稲崎旅館
　料理研究家でもあるオーナーの佐藤さんから地場で
採れるジョミ（ガマズミ）やハマナスを使ったお酒の
作り方や地元で採れる様々な野菜を使用した料理の話
を伺うことができた。特にジョミに関しては、他の地
域ではない新しいドリンクとして新しい産品に考えら
れるので、それを新しい特産品として開発できないか
検討したい。
⑸　野牛川レストハウス
　東通村役場の宮本さんから能舞のビデオを見せてい
ただくことができ、村全体がそれぞれの部落単位でこ
の伝統芸能を守り伝えて行く姿勢が伺えた。芸能が生
活と一体化し、500年の歴史を受け継ぐ意識と伝統性
の意味、そして、幼少の頃から励む稽古で地域ならで
はの教育が行われている。この地の厳しい自然と対峙
する人間の強さが浮かび上がって来る。
　また、この行事はお正月のみに実施され、厳粛であ
り商業化されない地属的な意味合いが強い。本格的な
芸能の姿は、激しく、美しく、エネルギッシュで子ど
もたちの憧れにもなり、地域でしかできない感性を育
む教育の姿として何百年の未来へも持続させてほしい。
　この野牛川レストハウスには、ところ狭しと様々な
水産物、畜産、農作物、それを活かした加工品などを
販売しており、改めて東通村が食の宝庫であることを
確認した。しかしながら、陳列展示方法、プレゼンテー
ションとしての表現がなく、とにかく市場的に販売し
ているだけである。それも一つの地方の雰囲気として
悪い訳ではないものの、少なくともジャパンブランド
商品の差別化や高級品と簡単な食材の提示方法、他の
地域と同じ感覚でのパッケージ、販売であるので観光
としての希少感に欠ける恐れがある。地方とはいえ、
初めて来る観光客に対する印象度の向上を図ることで
地域産業の活性化、知名度の低いこの地への関心の喚
起を考えなければならない。
⑹　ハーブレストラン・オッジ
　早掛平地区にあるハーブレストランで地元の食材を
活かしたパスタなどの料理が食べられる。ハーブ
ティーやシフォンケーキもおいしく、若いカップルな
どのデートや家族連れでも人気が出そうなお店である。
　この店は、インターネットで東通村周辺のお勧めス
ポットを検索して見つけた店である。観光客やカップ
ル、女性などをターゲットにしたレストランがほとん
－108－
宮城教育大学紀要　第46巻　2011
どないこの地域で、ここであればという感覚で紹介さ
れていた。田舎にこそ、地場の食材を活かしたフラン
ス料理やイタリア料理の店があったら良いと思う。洗
練された雰囲気のある空間も伴えば、少々離れた町か
らも出かけてくるものである。また、様々な雑誌など
に紹介されれば、そのレストランで食事することを目
的とした旅行を企画することもありうる。
　わざわざこの地を訪れなければならない、その要因
になるポイントをできるだけ多く創出することも地域
ブランディングの重要な要素である。
⑺　現地調査を通して
　この本州東北端という下北半島のエッジにある村の
海と山の幸の宝庫、肥えた土、ジュラ紀の地層がもた
らす美味しい水、平野は北海道のフラット感に近い抜
けた緑の美しさ、荒々しい海のたたずまいは深いグ
リーンブルー、山は強い風に耐え忍んでいる濃い緑、
そこに寒立馬が平然と生活している。絵になる風景が
見る者を必ず魅了する。東北人ならではの控えめな姿
が古来の日本人のメンタリティを受け継いでいるかの
ようだ。しかしながら、この魅惑する様々なファク
ターを整理し、より引き出しながら他に伝え、共有す
る術も必要ではなかろうか。一つ一つではなく、料理
を仕上げるように、それぞれの素材が有機的に繋がっ
て、より活性化し、全体が一つのハーモニー豊かなブ
ランドとして「東通」から「Higashidoori」にバージョ
ンアップできるように「DESIGN」の力が必要になっ
てくる。
２．ブランディングを行う為の基本思想
・EDGEという思想
　edge[edʒ] ：１．刃　２．縁、（とがった）かど　３．
きわ、果て、はずれ　４．鋭さ
　先端的であり、行き止まりであるから熟成する要素
を多く含んでいる。エネルギッシュで緊張感のある動
きの能舞に代表される芸能とどこかホッとする懐の深
さが東通を象徴する。
　多くの食材が集積され、能舞に代表される芸能がエ
ネルギッシュに展開され、風力発電を代表する新しい
エネルギー問題にも対応している先端的なイメージが
東通村にはある。しかしながら、有機的にそれぞれの
ファクターが統一していない現状で、イメージも分散
化していて観光資源として有効化されていない。様々
なストーリー性に満ちた宝物をより効果的にブランド
化しプレゼンテーションすることによって、どこにで
もある日本の地方の姿ではなく、東通村にしかない、
国際的にもアピールできる higashidoori としての様々
な展開が可能である。
３．地域のブランディングについて
　地域の特性を客観的な視点から再確認し、住民が当
たり前と思っている従来からある宝物を提起し、それ
がどのように効果的に第三者に伝わるか。また、それ
が普通だと思っていた住民に対し、非常に価値が高い
ことですよと語りかける。それは、単純に文章化する
ことではなく、視覚言語としてのビジュアルエレメン
ツを使用し、一つのブランドを形成させ、象徴化する
ことにより統一感と信頼性、帰属意識を形成させる。
また、観光資源として活用し、より明快に語られ、他
の地域との差別化を実感し、観光客がよりこの地に魅
力を感じ、リピートすることで産業としても活性化する。
　なぜ、ブランディングが必要なのだろうか。それは、
今まで知らなかった人たちに地域の魅力を分かりやす
く伝えて、興味を持ってもらい、住民には誇れる地域
として信頼度や愛着感を高める効果もある。
　分かっていると思うこと、当たり前と思っているこ
とを解読し、それを分かりやすく編集しながら様々な
媒体に合わせたコンセプトを作成し明快に具現化する
ことである。
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４．ブランディングの効果的な展開
　各種メディアにおける統一されたイメージと、それ
に合わせた商品開発、生産、流通、販売体制が必要に
なる。
　まず、東通村にある宝をしっかり分析し、例えば、
食材であれば海の幸と山の幸を関係させて有機的に結
びつけることによる新しい食の表現を試みることがで
きる。従来別々で生産し、使用されていた物を掛け合
わせることにより、単独では味わえない新しい世界が
展開する可能性があるのです。
　発信方法としては、インターネットを利用して食体
験の場を情報化し、実際に来てもらって体験させる。
「こんなうまいものがあったのか」を実感させる必要
性がある。
　また、ブランディングを効果的に推進する為には、
生産や、流通、販売体制の確率が必要になる。まず、
積極的な計画生産と、新しい商品開発や研究の促進、
労働力の需要を活性化する上でも生産体制にこだわら
なければならない。次に、生産した物を円滑に流通さ
せるシステムが必要になる。生産の調整と県内及び県
外への販売拠点との積極的な販売促進の考え方が必要
になる。販売促進の戦略策定も重要になる。計画的に
短期、中長期の戦略計画を立て、食を体験させる店舗
の拡充を図る。
　次に、ジャパンブランド支援事業でブランド化され
た商品についての私見を述べたいと思う。
　国の支援を受け、海外の市場に可能性を見いだす為
に開発された商品群がある。基本的に高級食材を海外
に輸出するということであるが、それぞれの素材提供
という観点で、統一されたイメージがない。例えば、
シンボルマークはラベルの感覚で象徴化されていな
い。パッケージデザインは、簡素な包装という体裁で
高級感がない。単純な素材提供で終わってしまってい
るので、美味しそうな食に繋がるという実感がわいて
来ない。
　これを改善する方法としては、レシピと料理見本の
写真をパッケージに入れたり、販売チャネルにおける
一般商品との差別化をすることを意識しなければなら
ない。このブランド化が観光資源の重要な要素に本来
はなるべきなのである。
５．東通村のTEXTURE
　ブランディングの視覚表現における基本要素の質感
を東通村各所で採集した。これらを視覚表現の基本と
してグラフィックやパッケージなどのデザインエレメ
ントとして使用することになる。
　まず、眼前に広がる海である。北の海は、そこはか
となく深く、渋いグリーンブルーである。また単一な
色ではなく、浅瀬や沖の水底の深さなどによっても色
変化が起きてくる。
　海岸には、砂、むき出しになったジュラ紀の地層、
干している昆布、石、風化した木、貝殻などのテクス
チャー、そして、寒立馬の肌や尻尾の毛、近くにある
お店の錆びた看板、風化した板塀、次に、平野では、
菜の花畑が咲き乱れ、肥えた美しい土の平面が続いて
いる。さらに、山手には、切り株の木面があり、雑木
林、しっとりとした深い緑の山が控えている。
６．東通村のCOLOR
　視覚媒体の基本要素である色を地域各所での抽出を
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行った。
　まず、遠方に見える山並みからは、気象条件の悪い
土地ならではの凝縮された深い緑が佇んだ千歳緑を使
用することにした。やや近景には、若い緑が存在する。
寒立馬の背景になる草原や広がる丘に見られるやや
トーンを落とした緑を木賊色にし千歳緑とのグラデー
ションに使ってみる。
　残雪にある白や海岸に打ち上げられた貝殻の白、そ
して、海岸に転がっている風化した切り株の白は、朽
ちた灰色、消却されて残る灰、風化した白さを表現す
る灰白色を用いることにした。
　山の緑に対比的な感覚でジュラ紀の地層や切り株の
断面、寒立馬の毛の色、干した昆布、海岸の岩肌に見
られる葡萄茶を使用する。この色は、非常に有機的な
風合いの赤から展開した色である。
　何と言っても広い海を眺めることができるこの地
は、水底の状態や深さによって複雑な色変化を引き起
こす。深く澄んだ重みのあるマリンブルーを用いる。
そして、サブ的に浅瀬にあるやや明るい青のダックブ
ルーを使用する。
７．Symbol Mark
　現在使用されているジャパンブランドのマークは、
シンボルマークというよりも単純なラベルのイメージ
に近い。より、この地を象徴化させるシンボルマーク
を作成してブランド化する必要性がある。
　まず、コンセプトとしては、「本州東北端」「180°
以上の水平線を眺望できる視界」「山と海のパーティ
ングライン」「下北半島の醸成」を掲げた。
　作成手法として四角い灰白色の風化したイメージを
ベースに左下コーナーを中心とした1/4円に東通村に
おける緑を象徴する千歳緑と木賊色のグラデーション
を施したものを重ねあわせる。として、さらに視覚の
右上コーナーを中心とした円を描き、そこに海をイ
メージしたマリンブルーとダックブルーの透明度を高
めたグラデーションによるカラーリングを行い、平面
に配置する。そこで、海と陸と山との間にある本州東
北端を象徴したシンボルマークが出来上がる。以下に
単純化させてこの地のイメージをシンボル化させるこ
とにより、視覚的な拠り所として展開できる。
　また、ロゴタイプには、過酷な気象条件に耐え、当
たり前のように毅然と生活するしっかりしたフォント
であるCentury Gothic Boldを使用することにした。
８．パンフレットのデザイン
　一般的な観光案内パンフレットではなく、デザイン
の視点からまとめたスタイルブックのような体裁にする。
絵本のような東通村体験をする感覚のスタイルブック
「パンフレット」で、子どもたちにも分かりやすいよ
うに、旅行記のような疑似体験できる冊子にする。
　「東通村ってどこにあるの？」→「何があるの？」
→「どんなとこなの」→「楽しい？」→「美味しい？」
→そして各ページの詳細内容に展開して行く。
　また、東通村を上空から俯瞰して行く感じにして、
生態系から導入するスタイルブックにしても美しい。
　例えば、・空（山背という東風の事実）→・海（太
平洋と津軽海峡のもたらす海の幸）→・陸地（１億
5000万年前のジュラ紀の地層がもたらすもの）→・動
物（寒立馬、和牛、オオセグロカモメ）→・植物（ノ
ハナショウブ、イチイ、菜の花畑、ジョミ）→・人間
（能舞、獅子舞、大神楽、田植え餅つき踊り）の様な展開。
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　上図のパンフレット表紙案について、補足説明をし
ておく。右上角には、ポイントとして能舞に使用する
能面を配置して、タイトルを上から眺めているように
イメージさせる。タイトルの文字には、強い東風（病
ませ）をイメージした動きのある効果を使用して、移
動フィルターにて加工した背景を作成した。サブコ
ピーは、端的にキーワードで表現、中央には、シンボ
ルマークを配置する。特に下部は、東通村のテクス
チャーを順番に配し、津軽海峡、ジュラ紀の地層、寒
立馬、海岸の草地のテクスチャーをバランス良く帯状
に並べて、左下に寒立馬のアイコンを白抜きにて小さ
く挿入した。
９．Home Page
　現在ある東通村のHPは、ビジュアルが少なくイ
メージが湧かない平凡な事務的感覚のページになって
いる。やはり、すこしでも興味を持っている外部から
のアクセスに対して東通村の魅力をアピールし、良さ
をきちんと理解してもらう必要性がある。素材の宝庫
であり、ロケーションの美しさなどの絵になる要素を
活用できていない。
　そこで、ビジュアルイメージとして、テクスチャー
から捉えたビジュアル素材を導入し、物語や情報を展
開していく。印象度が高く、クリックしてみたい興味
を抱かせる工夫をする。
10．案内サイン
　観光地での交通案内サインは、重要である。そちら
方面に行きたい場合の安心感とイメージを与えてあげ
るビジュアルである。特徴的なアイコンとしてテクス
チャーや形態をうまく使って、それをそのまま使用す
るのではなく、動きなどを付け加えながら観光客に想
像力も植え付ける印象感のある案内サインを構築する。
　もっと分かりやすく、ワクワクするような情感のあ
る案内サインであり、目的地を文字だけでなく、「か
たち」としてのシンボルマークとテクスチャーを施す
ことにより瞬時にイメージ化できるようにする。
　街に潤いがあって、楽しく、物語性がある雰囲気作
りをする。
11．Jurassic Water & Chocolate
　東通村にある１億5000年前のジュラ紀の地層から発
想した商品群である。実際にこの地層から湧く水は、
とても美味であるが、この地層がもたらす古の時代か
らの遺産を前面に出すことによるタイムスリップした
物語性は、観光客を喜ばせることになる。
　テクスチャーとしての地層、タイムスリップを視覚
化した地層、この地層から生まれた水。この水をジュ
ラ紀からの贈り物と捉え、Jurassic Water とネーミン
グし、キャップの断面に東通村の形をいかし、海の色
をボトルに反映させる。ラベルには地層のテクス
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チャーを活かしたグラフィックとシンボルマークを配
置する。
　また、地層からイメージできるお菓子としてチョコ
レートも良いのではないか。Jurassic Water の湧き水
を使用したチョコレートもイメージは悪くない。
12．Package（とろろ昆布）
　現行のパッケージは、他の地域と同様な、とても正
直な説明書きのあるごく普通のデザインになってい
る。やはり、他のものとの差別化が必要になる。視覚
的にその商品の美味しさや質感の美しさなどが反映さ
れていて食べてみたくなる欲求を促す工夫をしなけれ
ばならない。
　例えば、とろろ昆布であれば、左半分にその素材が
見えるように透明にして右半分に昆布そのものの写真
を配置する。とにかく質感表現を大切にして高級感を
出す。そして、コピーを他にはない美味しさというこ
とで「エッジな旨味」とし「本州東北端　エッジな旨
味　東通村」と表現する。中央には、シンボルマーク
が印刷される。
13．Package（Blueberry）
　海産物以外の飲食物に関して検討してみた。東通村
では、ブルーベリーの栽培が盛んで、商品としては
ジャムが開発されている。ジャムは日本各地の土産物
でも登場しているので差別化が難しい。そこで、ブ
ルーベリージュースを想定した形で、この類のパッ
ケージがどんな感じになるかデザインしてみた。
　デザインの考え方としては、その当地でしかない質
感の良さを前面に出し、シンプルであるが美味しさ、
本物の高級感が漂う「エッジ」のコンセプトを反映さ
せる。その土地のブルーベリの写真だけでなく、ここ
で大きな要素を演出できるのが土である。寒冷な気候
とブルーベリーに合った土があってこその本物の美味
しさが体験できる。パッケージの箱にその考え方を反
映させ、ブルーベリーと土の色、質感の対比を演出し
た美しさを表現した。
　箱の上半分は、すっきりと白地を活かし、シンボル
マークと「栽培に適した寒冷地　東通村の土で育った
　エッジな最高級品種」とコピーを３行で打つ。シン
プルなロゴの下に土のテクスチャーがあり、その下部
にブルーベリーの実の群化したものを配置する。
　パッケージ上面には、東通村で美しく成長している
実際のブルーベリーの様子の写真を全面に出し、やや
ぼかし効果を与えて中央にシンボルマークを配置する。
14．Blueberry Perfume
　青森県に来る観光客の５％が下北半島に来る。その
内の69％がむつ市で東通村は７％に過ぎない。年代の
内訳も50代以上が過半数を占め、若い層の観光客が少
ないのが現状である。
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　そこで、東通村で収穫されるブルーベリーをジャム
やジュースではなく、女性向けの香水を商品化しては
どうだろうか。若い女性は、目新しいもの、珍しいも
のに興味を持ち、「カワイイ」と言わせるボトルデザ
インで訴求すれば新しい特産物として表現できる。
　食から嗅覚を刺激し、ボトルデザインはシンプルな
筒状で、キャップにブルーベリーの実を模した飾りを
付け、シルバーのキャップに下部は、ブルーベリーの
テクスチャーを活かした表現にする。
15．Jomi（ジョミ）
　稲崎旅館の女将である佐藤栄子さんから素晴らしい
食材のジョミ（ガマズミの方言）の話をいただいた。
体に良くてほんのり酸っぱく色が美しい。ジョミレッ
ドを基本にして、佐藤栄子さん自慢のジュースを商品
化し、女性好みのボトルを表現する。また、ジュース
を原料にした組やキャンディ等の商品開発も良い。
ネーミングの軽やかさと可愛さは、女性をターゲット
にした商品として展開できる。
　ジョミジュースのボトルデザインは、ガラスででき
ていてシンプルな形状のボトル全体にピンクのジョミ
レッドを施す。キャップには、ジョミの実を模したつ
まみを付け、ラベルは、シンボルマークの下に立体化
した半透明のロゴタイプを入れ、下部は、美しく実が
なっているジョミの姿の写真を入れる。
　ジョミグミは、透明の袋にグミの商品そのものが見
えるようにして、センター下部にボトルと同じラベル
を貼付する。
16．一球入魂Pumpkin
　１株１果で旨味が凝縮した糖度の高いカボチャを
「一球入魂カボチャ」というネーミングで栽培してい
る。このユニークな名称をうまく活かしたイメージ
キャラクターをデザインし、それを使用したカボチャ
を原料にしたプリン、ソフトアイスクリーム、ジェ
ラート、ムース、ケーキ、ビスケット、飴などを展開
する。
　親しみのある感覚で子どもをターゲットにした商品
を展開する為、カボチャを半分に割った断面を活かし
たキャラクターを使用する。ネーミングも「一球入魂
pumpkin」にして、より親しみやすく品のある感覚で
まとめた。パッケージは、半透明で表面が梨地になっ
ていて商品の中身がなんとなく見えるようにし、中央
にキャラクターとネーミングが直接印刷されている。
17．質感を反映させた寒立馬グッズ
　東通村の観光資源の大切なものとして尻屋崎に生息
する放牧場の寒立馬がいる。温厚でずっしりとした大
きな体格、尻尾の毛も地面まで垂れ下がって美しい。
何と言っても厳しい気候に耐えて育っている馬の姿と
その質感である。特に海の青とのコントラストがとて
も絵になる。
　これらを踏まえて、グッズとしては、その寒立馬の
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質感を下半分に表現し、牧草と海のイメージをシンプ
ルに表現したポストカードの表紙で尻尾の毛をイメー
ジした紐で綴じている。また、その尻尾の毛を紐にし
たパッケージで、岩屋産昆布を使ったキャンディや米
粉やそば粉を使ったクッキーなどのパッケージにも使
える。
18．Landscape
　その地域のビジュアルアイデンティティとしてラン
ドスケープは、とても重要な要素になる。この地域は、
風が強いのが特徴であるので、風力発電が盛んであ
る。時代のエネルギー問題を解決する一つの手段とし
て、先進的な試みを行っている姿勢は評価できるが、
単純に景観を考えた場合に、ミスマッチが生じてい
る。それを大きく変えるわけにはいかないので、アー
ト化してランドスケープを彩るアートの表現をカラー
化や装飾を施すことで可能になるのではないか。
　景観をアート化するアーティストとして有名なクリ
スト氏は田園地帯や丘陵地帯にアンブレラを配置する
インスタレーションを行い日常的な空間のイメージを
変換することに成功している。また、カラーリストの
フィリップ・ランクロ氏は、殺伐とした工場やタンク
が並ぶ工業地帯を適正なカラーリングを施すことによ
り新しい空間イメージの創出に成功している。
　景観は、地域ブランディングの大きなファクターで
ある。
19．SuperYellowを使用した商品
　東通村の内陸部の入ると北海道を思い出させるよう
なフラットな平原が続いている。その中に、空の青さ
に映える美しい黄色の絨毯があった。菜の花畑であ
る。そのスーパーフラットなスーパーイエローを活か
した商品群も開発する。フラットな商品ということ
で、ハンカチやランチョンマット、スカーフなどの
ファブリック類に菜の花畑の写真を用いる。
20．まとめ
　宝は多すぎる程ある東通村。それをより効果的にプ
レゼンテーションすることで、その恵まれた素材が活
きてくる。当地を訪れて感じたのは、自然になじんで
いる姿と多くの宝を当然のごとく普通に扱っているこ
とだ。これで良いとも言えるし、その宝をせっかくだ
からもっと多くの人と共有し、知ってもらうべきだと
も考えられる。共有したり、知ってもらうということ
は、その宝を分かりやすく情報提供することと、魅力
的な製品や場を開発し、それを目当てに観光客が押し
寄せ、経済的にも潤い、産業が活性化するということ
だ。分かりやすくするための方法論として、ブラン
ディングがある。その美しさや魅力の根源を解析し
て、きれいに抽出する作業。統一された視覚イメージ
とこの地の訪れた共通感覚が安心感と美しい印象に繋
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がって行く。また、村の住民の方々もこの地の対する
愛着と帰属精神が向上し、未来を担う若者、子どもた
ちの地元を愛する意識が深くなると思われる。宝を活
かしたブランディングは、単純に商業的な意味合いを
強くするものではなく、教育的な効果も含まれている
と言って良い。そこで、具体的な手法に関して以下に
示して行く。　
　東通村は、東北の東海岸を通って北へ限りなく進め
ば辿り着く最果ての地という地域である。地図で見て
も分かるように海に突き出しているというか尖ってい
る、鋭利な土地だ。 津軽海峡と太平洋との境にある
パーティングラインとして、海と山との間に存在する
パーティングラインとしての地理的環境がある。 イ
メージとしては、「Edge」という言葉が象徴している
ように思える。Edgeという言葉の意味は、「ふち」「き
わ」「かど」「するどさ」という通常考えられる意味と
精神的な「緊張感」や「先進的」、「先端的」な意味合
いも含んでいる。また、動詞として「境界をなす」「少
しずつ進ませる」という意味もある。500年の伝統を
伝える能舞の姿は、エネルギッシュで動きが鋭い、厳
しい気候に耐え忍んで一瞬爆発させる舞うという儀式
がある。貴族的であり幽玄な美の能楽の世界とは違
う、庶民的で土俗的な能の世界である。その他「獅子
舞」や「大神楽」「田植え餅つき踊り」等があり、こ
の地に辿り着いて長い年月をかけて熟成している芸能
の姿もEdge であると考える。このコンセプトを東通
村のビジュアルキーコンセプトにし、この地域にある
特徴的なColor と Texture を調査収集してシンボル
マークを作成することにした。
　Color に関しては、風雪に耐えている深い緑（千歳
緑）と沿岸に広がる草原や初夏の若い緑（木賊色）、
津軽の深い海を象徴する青（マリンブルー）、浅瀬の
淡い青（ダックブルー）そして、その狭間には、風化
した朽ちた白を象徴する灰白色を設定した。また、寒
立馬や昆布、ジュラ紀の地層、海岸の岩肌等から葡萄
茶をアクセントカラーとして使用する。Texture は、
豊富な自然界における海、山の基本的な質感と草花、
実、昆布等とジュラ紀の地層、寒立馬の肌、尻尾の毛、
風化した板塀等を効果的にビジュアル効果の要素とし
て使用することとした。
　また、この地では、 強い東風（やませ）が吹く。非
常に動的なイメージがする。整然と佇む豊饒な土地で
はなく、厳しい気象条件に耐えて来ているからこそ熟
成された深みが浮かび上がってくるのだ。その動きを
ビジュアルの要素として部分的に加えて行きたい。
　このように、東通村にかかるビジュアルコンセプト
を元により洗練されて、次世代の感覚にも共感され、
国際的な感覚も持ち得るものになれば良いと思われ
る。実際にパンフレットやパッケージ等とともに村内
を分かりやすいように行動できるためのサイン等にも
応用できると思われる。さらに、東通村のイメージ
アップに働きかけるものとして、ランドスケープデザ
インがある。東通村に入ると強い風を利用した風力発
電の群が立ちはだかる。一見、ミスマッチで異様な光
景に見えるが、クリーンエネルギーの活用による先進
的な感覚が伺える。しかしながら、この景観をこのま
まの状態にするのではなく。逆にこれを活かしたアー
ト計画を進めてはどうかと思われる。新しい東通村の
ブランディングを実施する場合に、よりアート的な感
覚を表現して良いのではないだろうか。風量発電ター
ビンのボール部分に着彩したり景観を壊さない装飾を
施す等、アートの作品が並んでいるかのごとく見える
ようにデザインしても東通村の新しいイメージとして
注目されるかもしれない。
　このように、プラスである住民には当たり前の魅力
的なファクターをより整理し、きれいに演出すること
と、マイナスである景観をある意味で崩しているファ
クターをプラスに展開することをデザインという手法
で時間をかけてマネイジメントできれば良い。
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